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10月受け付け分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意を頂いております。

10月受け付け分（敬称略）

地区名 亡くなった方 満年齢
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▶俳人をご紹介します

美しい季語にあこがれて新聞に投句したのがきっかけとなり、 檳
榔子俳句会に参加させて頂くようになりました。
　　そこで熱心に指導してくださる先生から俳句の基本を学びました。
毎月結社（航標）の締め切りに追われ、また自分の思いを17音に表

す事のむずかしさに悪戦苦闘しておりますが、
しかし、師の「続けること」この言葉に励まされ
助けられ今日に至っております。
　　心惹かれる句に触れる喜びに感謝しつつ、
これからも自分なりに精進を重ね俳句とともに
一日一日を過ごせる事を願っております。

※名前は俳号です


